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郎

　

明

治

十

八

年

の

一
月

の
初

に
静

岡

へ
本

を

買

ひ

に
行

き
、立

派

な

新

式

の
店

へ
は

い

っ

て
見

る

と
、厚

い
板

の
大

き

な

テ

ー
ブ

ル
が
中

央

に
置

い

て
あ

っ
た

が
、本

は

少

く

て
買

は
す

に
出

た

こ

と

が
あ

っ

た
。

夫

れ

が

東

洋

館

で
、冨

山

房

の
前

身

で
あ

っ
,た
。

　

友

人

の
山

口
濤

太

郎

君

の
話

で
其

店

の
創

業

以
来

の
事

を

聞

き
、叉

他

の
友

人

に
は
「国

憲

汎

論
」を
精

讃

し

て

み

る
も

の
が

あ

っ

て
、毎

度

其

講

義

を

拝

聴

し

て

大

い

に
釜

を
得

た
。

其

年

に
國

會

開

設

の
準

備

と

し

て

行

政

改

革

が

行

は

れ

た
.

官

報

が

獲

行

せ
ら

れ

た

の
も

其

頃

で
あ

っ
た
。

逸

り

假

名

の
標

準

を

定

め

て
獲

表

し

た

の

は
官

報

局

が

最

初

で

あ

っ
た
。

　

　

　

　

　

　

「明

治

政

史
」

　

指

原

安

三

氏

著
。

冨

山
房

獲

行

の
本

を
自

分

が

買

っ
た

最

初

で

あ

っ
た

ら

う
。

十

二

三

歳

の
元

気

の

よ

い

小

店
員

が
、駒

込

の
自

分

の
宿

ま

で
持

っ

て
来

て
く

れ

た
。

脂

腺

氏

は
同

じ
く

元
気

が

よ

く
、共

立

學

校

に



勤

め

て
居

ら

れ

た

頃
、生

徒

が

蛇

を

捕

っ

て
、隣

の
女

學

校

へ
投

げ

込

ん

だ
。

そ

こ

で
女

學

校

か

ら
交

渉

に
使

が

来

る
。

指

庶

民

が
鷹

野

に

出

て

一
蹴

す

る
。

使

に
平

身

低

頭

さ

せ

て
露

ら

せ

た

の

は
名

高

い
話
。

外

交

官

に
し

た

ら

さ
ぞ

妙

だ

っ
た

ら

う
。

　

　

　

　

　

　

　

「國

文

學
鴇
國

文

學

講

本
」

　
「國

文

學
」は

上

田
萬

年

氏

著
。

目

黒

書

店

猛

打
。
「國

文

學

護

本
」は

芳

賀

矢

一
君
・立
花

銑

三

郎

氏

同

署
、上

田

萬

年

氏

校

閲
。

冨

山
房

襲

行
。

其

頃

三

上

参

次

氏
・高

津

鍬

三

郎

氏

同

署

に

て
落

合

直

文

補

助

と

し

て
金

港

堂

か

ら
蛮

行

せ
ら

れ

た

も

の
も

あ

っ
た
、
　
三
書

典

に
其

各

の
出

世

作

で
、め

で

た
し

く

で
あ

る

が
、出

る

迄

の

苦

心
努

力

は
容

易

な

こ
と

で

は

な

か

っ
た
。

　

蛮

行

は

共

に

二

十

三
年

で
、上

田

氏

は

二

十

一
年

卒

業

に

て
、其

時

は

文

科

の
英

語

の
講

師
。

芳

賀
・立
花

二

氏

は
共

に
未

だ

畢

生

に

て

二

十

四
年

卒

業
。
　
三

上

高

津

二

氏

は

共

に

二

十

二
年

卒
業
。
　
三

上

氏

も

文

科

の

講

師

で
、國

學

院

の
世

話

を

し

て

居

ら

れ

た
。

高

津

氏

は

高

等

學

校

の
教

授
、文

部

省

の
検

定

掛
。

二

十

三

年

の
暮

に
文

科

の
助

教

授

と

な

ら

れ

た
。

其

時

に
高

等

學

校

に
他

に
競

争

者

が

あ

っ
た

が
、芳

賀

君

が
畢

生

な

が

ら

推

薦

し

て
、高

津

氏

を
助

教

授

に

せ

ら

れ

た
。

共

営

時

で
は

之

れ

は

秘

密

な

事
。

　

上

田

氏

は
其

年

に
文

部

省

か

ら
濁

逸

に
留

學

を
命

ぜ

ら

れ

た
。

5
画

文

學

護

本
」が
芳

賀

氏

と

上

田

氏

と

を

結

び

つ
け

る

強

い

か
す

が

ひ

と

な

っ

た
・

二

氏

と

冨

山

房

と

を

姻
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。
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「小

學

修

身

経
」

　

指

原

氏
は
、「明

治

政

史
」を
経

っ

て
後

に
、托

せ

ら

れ

て
「小

學

修

身

経
」の
編

輯

に
從

事

せ

ら

れ

た
。

併

し

仕

事

が

豫

期

の
如

く

に

は

進

展

し

な

か

っ
た
。　
そ

こ

で

二

十

四

年

に
芳

賀

君

が
卒

業

後
、其

事

に
與

ら

れ
、長

ら
く

か

ん

づ

め

と

で
も

云

ふ

べ

き
欺

態

に

て
努

力

せ
ら

れ

て
出

来

た
。

之

が

大

あ

た

り

に
當

っ

て
、東

洋

館

以

来

の
清

算

が

始

め

て
禺

來

た

と

は

芳
賀

君

の
話
。

其

頃

は

国

定

教

科

書

は

無

く

て
、書

店

が
自

由

に
出

版

を

許

さ

れ

て
居

た
時

代

で
あ

っ
た
。

　

　

　

　

　

　

「日
韓

古

史

断
鴇
大

日
本

地

名

餅
書
」

「日

韓

古

史

断
」は
吉

田

東

伍

氏

の
出

世

作
。

前

島

密

氏

の
紹

介

に

て
出

版

し

た

も

の

の
由
。

　

吉

田

氏

が
讃

費

新

聞

の
記

者

と

し

て
画

館

か

ら

上

京

せ
ら

れ

た

の
は
、何

年

で

あ

っ
た

か

知

ら

ぬ
.

落

後

生

の
名

に

て
国

史

の
事

を
連

載

せ

ら

れ

て

み

た
。

其

間

に
此

書

も
成

っ
た

の

で

あ

ら

う
。

　

種

村
宗

八

と

云

ふ
人

が

冨

山

房

の
店

員

に

あ

っ
た
。

後

に
早

稻

田

の
出

版

部

に
移

っ
た
。

之

は

も

と
浦

和

の
師

範

學

校

に
居

て
、自

分

の
親

戚

の
植

松

謹

藏

と

云

ふ
が

冥

慮

に
教

師

を

し

て

居

て
、特

別

念

入
り

に
育

て

上

げ

た

も

の

で
、長

く

植

松

へ
も
親

し

く

し

て
居

り
、自

分

の
家

に
も

親

し

く

し

て
居

た
。

「地

名

僻

室
戸
あ

著

作
、出

版

の
骨

折

の
事

は
、夫

れ

か

ら
屡

々
聞

い

て
、大

い

に

感

服

し

た

こ

と

で

あ

っ
た
。

其

人

も

先

年

亡

く
な



つ

た

。

　

　

　

　

　

　

　
著

作

出

版

の

四
拍

子

五

拍

子

　

話

す

る

だ

け

で
も

容

易

で

は

な

い
。

話

を

筆
・記

す

れ

ば
、即

ち
著

作

と

な

る
。

著

作

は
更

に

む

つ

か

し

い
。

　

世

に

三
拍

子

揃

ふ

と

云

ふ
事

が

あ

る

が
、著

作

出

版

を

螢

業

と
す

る

に

は

四
拍

子
、或

は

五

拍

子

揃

は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

　

先
づ

第

一
に
著

作
。　
第

二

に
印
刷
、製

本
。　
第

三

に

維

螢
。　
第

四

が
讃

者
。　
其

外

に
時

期

が

最

も

大

切

で

あ

る
。

尤

も

著

作

に
も

種

々
あ

る
。

知

己

を

千
載

の
後

に
待

つ
な

ど

云

ふ
大

見

識

の
も

の

は
、螢

利

業

の
目

的

に

は
な

ら

ぬ
。

　

今

日

に

て

は
、五

十

年

前

よ

り

も

国

運

が
盛

に

な
り
、文

化

が

進

展

し

て
き

た
。

夫

れ

が
結

晶

し

て
著

作

出

版

と

な

る
。

　

出

版

組

合

の
総

目

録

を

見

る

と
、次

第

に
量

に
於

て
、質

に
於

て
獲

達

し

て
き

た

道

筋

が
見

え

る
。

眞

に
め

で

た
し

く

。

同

じ

く

資

本

主

義

の
下

に

あ

っ

て
経

管

せ
ら

れ

て

る

て
も
、出

版

は
特

殊

の
も

の
。
　
工
業

や
.

農

業

や
、漁

業

と

は

大

に
趣

が
異

る
。

ど

う
異

る
か

と

云

ふ
と

一
寸

説

明

し

か

ね

る
。

　

今

で
は

米

国

か

ら

日
本

へ
留

畢

生

が
来

る
時

代

と

な

っ
た
。

日

本

の
著

作

出

版

も

の

が

海

外

に
進

み
出

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

51

る

こ

と

も

盛

な

ら

む

と
す

る

ま

で

に

至

っ
た

の

で
あ

る
。
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